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減・解体することによって、従ぶ名日的であった総叔刊の権力を災民的なものに確立し、国内分裂と升建的軍附政治合以絶した(
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治蔽組紋の近代化(一八一七J)などによって、経済の一飛佐的発一肢を促したじ持続には失敗したがシリア、アラビア、久ダンなどの征服に成功して
、
エ
ジプトの支配椛を強化し
、そ-}に此
裟的総校椛を隊山正してエジプトのトルコ帝聞か
らの実質的独立を達成した。
こうした多角的成果によって、ムハンマド・アリ
l
は、たとえば『スルタン・セリムコ
一祉が一七九
一
一年から行手し
て失敗し
、マフム
l
ド二世が遅滞させていた新制皮
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』ω岳込)合、地方州で宍施し、或
る科皮の成功を以めた
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初のトルコ
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吏であった』と、トルコ世界での改革の代表的才能と評された。また、サイ
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一 二
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在佼)およびイスマイ!ル(一八六
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j七
三
年在位)などの後継者が
、借
款政策で国家を破滅させたのと比較して
( 2 )  
『かれの最大の功績はエジプトに借款を残さなか
ったことである
』と
讃えられでもいる。
しかし、かれ 改革で終局的に成功したものは少なく、批判も移しい。たとえば工業化はその技術と経符力の欠如
による失敗の結果から無暴と糾弾され、専売制は民間企業の白、王性を抑圧するものとして専制的と排般心され、土地改革も総督
一
族と権力者の大土地所有を再現して逆転したことから、空転を指摘されている。そのなかに現れた専制的
強制については、「若し神が、かれの決断力、指導力、精力、組織力、達成力などの休日質に匹敵する公正の観念を与
( 3 )  
えていたならば、かれは真に時代の奇跡であったであろう」と、搾以と訣求・強制労働などの人間性を民間した行為として、ぎびしく批判されてもいる。
それにもかかわらず、ナショナリズムの興降とエジプトの凶以絞済円建を北川北とした新しい社会思想は、此近、ム
ハンマド・アリ
l
の一辿の政策への汗似を逆転させつつある。かれの政策は凶民統消形成への本木的方向を王しく把
指したものであり その糾弾・批判された点も後進経済 克似に必要な穴水蓄献の手段であったと甘ん疋し、かれ 政策・を破綻させたのは 同際経済の市二仕であり、外的市圧が欠敗の以内であったと 、かれを犠牲的敗北汗として日
ハ4 )
的的にとらえようとしている。かれの好例はまだ大きな似似のなかで動析している いえよう。
このように、組々の汗側が余儀なくされるムハンマド・アリ
l
の政策と活動の川広い、その矛町と山山乱、その放た
を示
した成りゆ
きを
、根本的にな右したのは、
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リプリンのいうように
、かれの山.山し
た財政問問と
、それ
に対応しようとした財政政策であったといえよう。 の政治的日以、椛力欲、同際的正力などが、かれの行動に川
ムハンマド・アリの財政政策の破綻(山石永)
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ムハンマド・アリ!の治世に関する史料と文献
。近代エジプトの建設者
h q
とも評されるムハンマド・アリーであるが、その研究は、わが国では比較的未開拓なの
で、は一取初に多少文献と資料の紹介を付しておきたい。
ムハンマド・アリ
l
の治世に関する直接的史料には、むしろイギリ
λ
・フランスなどの欧文の刊行物が多い。ナポレ
オン侵入以来のエジプトに対する西欧諸国 関心と、かれの行動からひきおこされた東方問題という街般的事件の同際政治的影響が、西欧人関係者の報告や著述を多く生み出させたからであろう。当時のエ
ジ
プト駐在外交使臣、
一脈仰
された技術者などの報官主には側他のあるものが少なくない。そうしたものには、出 刊行'をみなかったが、エジプト近代史研究の興隆の後に、史料的編集物として刊行された川仙あるものも少な
く
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的ナポレオン沼に従市、
エジプトの財務局長となったユスティーブ伯(の
23Z Z (
寸
伊丹令。)の財政報同的去作
Hosei University Repository
(Esteve
，
 Comte: 
Memoire 
sur 
les
白
nances
de 
l'Egypte 
depuis 
sa 
conquete 
par 
le 
Sultan 
Selym 
1 er
，
 jusque 
a 
celle 
du 
g
白
leral
en 
chef 
Bonaparte
，
 in 
Description 
de 
l'Egypte
，
 Etat 
moderne
，
 1s
t 
ed.
，
 Vo
l.
 
1
， 
Paris
，
 1809.
)ア
F 
旦豆
r片¥
".
¥ふ〉
爪
ム
ε
さ益宝告当ぎ
Eごゴ三
.，ば<_
.パ三三~
. ミ回コニ勾尽
ε
主逗::た.
.!ミ主-弓二たま挺
d:
込£さ塑ぎ♂二二之
¥.ν.'ムト灯σ
「れ11
小ト
入
(Au
耳
u山
st旬e
C‘{川〉バlin)ε
与竺=i涯.~
(C心()
叶
)
1
州1i
l
川I札
八~州lI
g肌肝1I持吋
te:
‘“‘Letters 
sur 
l'Egypte
ぜ，ぺ
Parl
L 
"sudget 
et 
et 
Administlation" 
(Revue 
des 
deux 
mondes
，
 XlI
I (J
anuary 
1
， 
1838)
，
 101
-
11
1. 
Part 
3，“
Commerce" 
Revue 
des 
deux 
mondes
，
 XII
I 
(J
anuary 
1839)
，
 63-8.
 
::;
: 
~ Iト入l'(
Q
攻
以
料
開
Q
tr，;<玉虫干)~ト(d
'，¥ 
m
士
川
r\
・''，..t_~ト
入
(Georgs
Douin) 
(; 
~主宰Jとさミ
Douin
，
 Georges; 
L'Egypte 
de 
1830 
a 1830. 
Societe 
l"oyale 
de 
geographie 
d'Egypte
，
 Rome
，
 1935
. 
Douin
，
 Geor
・8
・es;
La 
mission 
du 
Baron 
Boislec
川
nte
，
L'Eεypte 
et 
le 
Syrien 
en 
18:1
4
，
 Societe 
)'oya
le 
de 
g~()gl・aph日
d'Egypte
，
 publicatio
ns 
speciales
. 
Cairo
，
 1927.
 
持'~~'
~兵tJ~l(d。
l'\;J~ミ心~~'主2(;'ムミ
n居，..l..j己記jさ
!l~き心
Jオニ!芝切さj牝
3!~'と起:窓会害者(;~去三~，..)..j括的~
C
':ムぐこ制兵ドムl(d~'
~J，:ミ~l
，..
..
J 
¥-
-i
 
，.，..p'崎、v
~
さミj詳ミE室
主
g
tJ~D'
叩
tÏQ~起:E15キi引いさを係主
IJ思
議，...
.J
)0， 
l(
d 
~ 'Aj
例
入
j制¥'
.\-2\ト
-
~，..)..j~.{dD^吋
必
ム。
E
堂
f，J' 
l'νミミ心
e
立
~
~
~
~
'
岩
i謡界必去さ
Eミヤ
:計二杓
Jfム
宝
偽
C
~
Q
誌
も
必
v
.{dム。
イ
く
入
¥y
''，..t_・ト士トー
リギ吋.¥-2ミ主〈
巴
!雲
、
ロー
(A.B. 
Clot) 
Q ~妥当三本当8
!l~左
右
J
4ll且[官。
(Clot，
A.B.; 
Apercu 
g
白
eral
sur 
l'Egypte. 
2 vols
，
 Paris
，
 184
0.) 
制
.¥-2'イ
く
入
¥y
~ι
・ト
5
ー
ぐ
Q
[g'~:fhヰ~燃やや-R;l'Cò~・
ャ入:尺入
Q
件
えと
(Mengin，
Felix; 
Histoire 
Sommaire 
de 
l'Egypte 
sous 
le 
Gouvernement 
de 
Mohammed 
Ali 
(1823-38). 
Paris
，
 1839.
)' 
お
河
口，
，..)..jv~l
説
記
~!l~ミ
制
兵
4之
官
必
心
持
ム
。
制
.¥-2'仏
.z
・
〈
ト
入
(P.
N. 
Hamont) 
Q
還さ~l(d~起短記《担宴会ミJ<てお冷'J'6，....Jムヰ試写~:fh内と
(Hamont，
Pierre 
Nicolas; 
L'Egypte 
sous 
Mehemet 
Ali. 
2 vols.
，
 Paris
，
 1843.
)' 
.{d
'Aj
 
立
記
ぐ
え
さ
巡
刻
字
ぐ
Q~宍
「
く
~
込
者
ム
ζ~
tJ 
'き'
，1.;.世
主
主Ji三
「ぞ
，..
).
.j
t_
(¥
兵
'24d
心.{dム。
1-(
¥
千)，
-4
 
(入ヤ
':.r_・
ト
芯
-
Q
醤首長ぐ冷'J'6，....JV
者
総
22試
写
会
にl異
吋
以
来
fヨ~'
i;
' 1:1:1，..)..j'Aj制
心
#
ユ
:A'Tν兵
~
，....J'~~ 
J
主将盟都道~~吋'{)安保田会Al
Q
変
わ
1~~話加
J
ν
ムl(d~~ tJ' 
G:~去五J累
主
主Jもわ騒:fh，..)..j~ム吋必~
0 
.¥
-2
 
Al吋~，\::::"\ト鋒$
Q
v
~，....Jム禅4ロおれぷコ『・て--R_ー(].
B. 
B. 
Barker) 
Q ~押と
(Barker，John 
B.B.:
; 
Syria 
and 
Egypt 
under 
the 
last 
Five 
イ
〈
入
tr';.t..・ト=、、む~f.当者緩むきさ擢〈叩，iþ)
111~ 
Hosei University Repository
出超昏〈者ト
掠
11+n
lt
'
mo 
Sultan 
of 
Turkey
，
 being 
Experiences 
during 
Fifty 
Years 
of 
Mr. 
Consul 
General 
Barker. 
2 
vols. 
London
，
 1876.)
'
制
μ
て
-t'
-Kι
入
料
足
以
詳
出
品
!神
キ
J.;21-)・弔-~入
'~0
や
じ
く
Bowring，
.1ohn
:
“Report 
on 
Egypt 
and 
Candia"
，
 Sessional
 
Papers 
1840
，
 vol.
 
XXI
，
 Public 
Record 
0
出
ce
(F.O. 
78/381
). 
必'A)
t! 
~
兵
ïJ~
干(\).("'\0
E
宣
と
o
1f
fi
.g
: 
0 i吋語t!
~\i'~ム。
:?く
iiυ
託
制
下
.1
G.出互に
，..
I
J ，_)
ト
J')
-t
謡
IJ
起
i辺
¥J
rI
'r
v.Q
，_.
，;)
 
なお言語~
，_).;2"'\トス
え
lトヘ
-
0
~
iヤ~士宮'1!
，_)ム，_.，;)0~;':ヨム
。
(al.jabartï，
'Abd 
ar.Rahman; 
Aj
詞
ib
al.Athar 
fi
 
Tarajim 
wa 
'l.Akhbar
，
 4 vols. 
Cairo. 
(Trans. 
Chafik 
Mansour 
Bey
，
 Merve
i1l
es 
Biographiques 
et 
Historiques 
ou 
Chroniques 
du 
Abd 
al
.Rahman 
el.Djabart
i
，
 
9 vols.
，
 Cairo
，
 1888-189
6.
) 
司令。トム
Q
濯
25喪主ヨz三笠
竺
'
計会話沼ç'堂乙
0r匡g~~=，_.，;)~さも，_)~J 0 
制
41E宗~
~
~
C
竺
'
ャ'入ヤ~
K C;~ホヰ平会!壬
1~
，..Ij，_)~ 
話
~
~
~
~
Q
:ムぬム
o
rい
二
心
7t'
ムミミ
ε信
者
・ど己:完封穏なえiく当
i~j~三定十時ムヒ~
~) ，
イミ式会Jニミ
垣
本
ャ入ヤコペむさま持者
世~0
'i
;<
 
~>iミ，..Ij，_)ドや吋
必兵-t2
，..1jムペイ向。
ぉ
1)~~く者宕活~
0 
:-
1 
".¥ '['ム云〈か
ε
綜三三:J
，..
I
J，_.，;)
必I'
¥J
送
時
三
l尾
沢
:ム
出
兵
三
長
ゴ2JJO
ト¥
"入ト
-
-
'-
C' 
r{ 
'i
J
ど
'，¥./
'
<<二五千)
"
出
z←
て
初
公
え
と
:良部長ドム1'(O
0 
，_)
 
iミ，_)
'
~4ミ
￡
営
会
長
Q)判
ど
記
者
援
~
ì祐
三三，_)~':R&，_.，;)'
i持
ii
調
主
イ
ヨ
信
越
判
長
jk
幸三，_)'組:喪主当
誹
み
J~~
，_)必:ム~，_.，;)'図鑑割注ぐ
Q
え!~とみJj千令書r!R5ヤトG'52廷
判
精
gffi宣宅~G'~
0
':R十く話(t:::，..Ij~ Ji
<
向
。
\ー可\-~ペ
e
C
出
~:Jl翠，_)
¥J 
~
ム
TG:A'
イ
〈
入
i'
':
.c
._
・卜±
ユ
-(;単
千ミ
折
半
制
¥:
.1
G
岩主主
i'::J~五蛍
イ
ミ
よ
奪
た
J4」∞・
'ヘえひく
ー
ミ
e
栴
えと(、
(;horbal
，
Shafik; 
The 
Beginin
g
品
川
the
Eg
yptian 
4uestiυ
nλ
n 
the 
Rise 
of 
Mehemet 
l^i
，
 L<
川
dO
I
1
，
1928
・_)出
支づい制回以長足，_)~くく，'\十
L
・トコ、ーなゴミギ(;
立~~:llir雇~ïJ~l-(ð::r:
. ':.
c.
_
子
':.
c._
むけ
て
Q
府
えと
(Dodwell
，
Henry; 
The 
Founder 
of 
Modern 
Egypt: 
A 
Study 
of 
Muhammed 
Ali. 
Cambridge
，
 1931
.
) 
~否認~紙互主主よ岩部記述同(;ì::当部必，_.，;)(;づい如お:￡
P
主主1ヰ
ミ
淫
~
出
短
長
Z0~
混
入
J.，pムぱl-(ð~・同・、ぇ-
，).刊
か
-
0
榊さと
(Crouchley
，
 A.E.
; 
The 
Eco
l1
omis 
Developmet 
of 
Modern 
Egypt
，
 Londo
l
1
， 
1938.
) 
十
、リベ1'
0~五反，í::!'~><~逗誌記
'l~-':<-;.~ ~'j当
州
三
三
ζ
三
i}~
ド
'
~
・
〈
・
ト、，之
・
』手々'\
C:~子三
(al.líitta，
Ahmad; 
"1¥
LU'
;lj
i
‘
ta'
 
rikh 
az.zi
問、
h
al.misriyah 
fi
‘ahd 
Muhammad
‘Ali"
，
 al.Majallah 
al 
Ta 
'rikhiyah 
al 
l¥lisriya
h. 
Societe 
l¥.uy
ale 
d'etudes 
Hosei University Repository
historiques
，
 1
， 
Nos. 
1-2 (1948). 
pp. 
229-25
4. 
4て
に
ト
入
・ム
えれ幸三
宮
な
完~<Fづちji提訴~__)~
ネ
ト
一
、-.c持
主と
(Nahull1，
IIayyim
; R.
ecueil 
de 
fi
rmans 
imp
e
riau
x ott
oman
s 
adre
ssEs 
au
x v
alis 
et 
au
x khedi
v
es 
d
'Eg
y
pte
，
 1006 
1I
-1322 
II 
(
15
97 J.C.
-19
04 J.
 
C.
)
， 
Cair
o
，
 19
34. 
;:f
AJ 
~' 
)J兵
斗
~
む
￡
兵
吋
κヘ。
~ "，¥ 
OI'
ム
Q
iヘ
ト
h
ト
=--\<-<C'ill青S$:'[lill:B{逗?主fa和
田
{~
Q~:三制
.0~\J _.
l
J
--
，iJ
 
L!
.
'
ペ
(
:\十
.L
・[\5
-
G
完~~芸_.lJ笹
民
主
将
~時
ε:喧;た芝
己
主
制
\
~
。
イミヰ二
Q
話器
EE
Q
::
i:
(
巡
主
将:;:時相醤雫__)
'
t与14二ぱ
C
Iili返さ三三千ミイミ，;~当選ヤト~~互f三~~J一三千)~tZdO
ペ
く
入
¥"
';.L..・トコ
-
Q
H
事~~
t三百
Q
:;!(j~~~霊法主謝Eづい給付~__)
'
i <
1
:
¥<
社
G
ャ拾っ，
><
 
・
ム
士
i1
~匂:玄室沼恒
，
H
奈~0二
室
ぐ
ε
主主義主制醤
窓←l'(?~.
~'，
ト
'''-
C'尚
えと
(Fahmy，
Moustafa; 
L
a 
revolution 
de 
l'indu
strie 
en 
E
gy
pte 
et 
ses 
connsequences 
sociales 
au 
19 
si
をcle
(1800
-1850
)，
 London
，
 1954.
)' 
認
定・
頃
短
恒
総
ぐ
Q~豆話
主
総
罰
3品ji塁
思
ヤ
kð::r:・〈・凶.
;:
:"
¥ 
"I
' 
=--入
Q
討
ζ
(R.
ivlin
，
 Helen 
Anne 
B.; 
The 
A
gricultural 
Policy 
of 
Muhammad 
‘Ali 
in 
Egypt. 
Cambridge
，
 Massachusetts
，
 1961.
)' 
巡
組:呈議長短
QEE綜!ょU~
~試必鵠
悪
名
出
441司ffiti玉川
1;!'三宮
支2お
醤
思
ヤ
~
υ
・出・
~=--:<Q令iç:Ç
(Harris
，
 Christina 
Phelps; 
Nationalism 
and 
Rev
olution 
in 
Egypt: 
The 
R
ole 
of 
the 
Muslim 
Brotherh
ood. 
The 
Hague
，
 Lond
on 
and 
Paris
，
 1964.
) 
υ
・
ト
令
b
、ー
-
Qf~えと
(Issawi，
Ch
a
rles;
 
Egypt 
in 
Revolution
，
 An 
Economic 
Analysis
，
 London 
and 
New 
Y
O
rk
，
 1963.
) 
将
'AJ
~
' 
)J 
Q
揺
盤
以
堕
ヤ
~
C
~
~
t
ぐりれ。
リJ0.__)ド
'
イ
〈
入
ヤ
L
・
ト
~
一
役十1"入
。ト
ム
ミゴ
巡
総
主
Q).
('¥
，';
( 
L!
.
二三
宮
tZ
d
iき
出
羽
州
送
ZU
豆
半
十
l(?
'J 
_.lJ竺
'
云<~Q
~
与
E
~
~
_.lJ謡
界
主
緩
や
S:-'
h-"'
. ).
)<
 
~~) ，吋"'''
~トv
t-\JQ
謀
総
お
E
舟
土j斗
兎
ぷ，.;Jム
ペ(
t(d 
0 
__) 
，S __)
' 
I8
l 
ti
:
己認
定
_.lJ
U[鐙
語
使
Ql
ば
想
ヤ
l{d
草書
留~Q
i'
ヨ
み
や，
t\J:;ミ'jtJJ芝生
協
漏
22t」記
i1r
やさこl'(ð)J_.lJ'22'
法t1
0
ム
ぷ
11←~Ì1}'r'
φ出品
~
v
G
~誕
~
'l'0J這~~_.lJ__)吋れ。
川
'
~
恒
・
製
燃
超
級
Q~染=医
巴
・
〈
・
凶
・
=
災
、
~
入
ど
1\)C，おと
Q
百
V
リ
){'¥
c' 
，，( ¥-，ム
t(e
0 
-4
 
(入
i'
';
.t
._
ト
.
~
C
'2;三
百
出
伝
fpt互
認
(
:;辺恒〉
コ己
Hosei University Repository
法政史学第二十号
四
「ムハンマド・アリ!の生涯は、権力の獲得、権力の保持、権力の拡張、権力の相続持への移譲、という四つの時期を推移している。それぞれの段階で、強力な平隊と無はの財政収入を必要とした。たえずこれを述成させる軍事および財政政策をうちだしている。
かれの行動では財政政策が軸心といえる。これはこの国の源泉である農業と何よりも関連しているが、長業政策
からあったとしても、それは、財政政策 一両 あり、それと不可分である。軍事上の無限の要求に即した財政収入増大の問題が、品業政策を生んだ。またそれが土地改革 租税制度強化、徴税制度改持、行僚制皮を生み出させた。作種の多角化、とくに長せんい棉花の裁栽、長業技術 良、濃翫組織の改良、とくに夏作
( ω
包片山)川水路の開
設、土地の開墾、などの設 はすべて に発していた。また長産物と結びつく通商の独占制、必産物ムマ加工軍の需要をまかなう機械工業 創設 ようとした工業化汁回などは、すべて財政 必要に基づいいる」と。たしかに、ムハンマド・アリ
l
ば政治・軍事・経済の近代化、領土的発展、など多くの政治的願望をかかえていた。
しかし、それらの政策へいお手した動機は、日以も多く財政的問由に浴しているといえ
る
。
イ租税請負制(同冨乱自)の廃止と税制の改革ムハンマド・アリ!の財政改革は。第一に土地制度と税制の改革を中心に託手された。オスマン・トルコ帝国の
一
部をなすエジプトでは、
一
部の授与地(ユ
N宮『)
や宗
教領(当
2 5
を除いて、民排地はすべて国有地
( P R
巳
5 5 )
と見倣されていた。国有地は、耕作権のみを誌められた良民によって耕作され、国は徴税請負人
( B
己
S U N - B ) J V
一 、 必
じて、その租税を徴収していた。徴税請
負
は
一
六世紀には短期的権利であったが、その後長い慣習のもとで世襲的検
( 2 u  
利と化し 徴税人は租税請負に某づく土地管理権によって
一
種の半封建的土地支阻者と化していた。
この制度のもとで、長民は保有地の地代として、国税
( B
山] m w
二百円ぺ)、地方庁経費
( w g y D
片 山 可
m w y )
、特別税
( E E U
肉
、 と
σ R
芯巳)などを徴収された。国税は、さら
に
、 (宮山門戸 )国税と (片山口
N)
管斑料
に分かれるが
、
EE
が政府の取得
分であり、
p w - N
はヨ己
g N - B
のぼ分とされた。平均的にして
55
は全税阪の五分の一内外であり、お」
N
は八ハ税制
の半ばをこえていた。地方政庁の経山口一や特例経質に充てられる自己〈出向と
σミ芯巴は、総領の一一
1
1
一 一 一
( 1
一%を山めて
( 3 )  
いたといえる。
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このような
B
己g
弘吉ば、大部分が、
一 一 ジ プ
トの軍問
- V - m
m
成
するマムル
l
ク
( E M H g z r )
の
幹部同で
あり
、
か
れら
はんよエジプトの租税清一日夜ならって
、
代治
、
平守
、財
政機開な之町してい一
~QF
」 と
にかれらは
、
?ケコから一口市訂され
た総督を偲偏化し、派閥対立で権力闘争に耽って政局を動揺させつやつけていた
G
ムハンマド・アリ
l
はエジプトの総
督に任命されたのち、かれらの抵抗に苦しめられた木、一八一一年川月にエジプトの有力マムルiクをカイロの域内で暗殺して、その軍事力を剥奪した。同時にかれ に屈したロ
Z N
山宮(徴税清白地)を没収して、政府に川収し土。
これまで、ユジプトの財政収入の板幹である地租は、ロ
t N
凶E
制度によって徴収されていたので、その援護者である
マムル
l
クを撲
滅するこ
とは、そ
の封建
的領土権
の廃止にほか
な
らなかった。それに
引続
い
て
、 一
八一一年三月から
一
八一二年四月にかけて、かれは上エジプトのマムル!クの
A
伐を
行な
っ
て、それらのロ
Z N
凶日(徴税前九地)を没
収し、その後、一八一川年
一 一 一
月下エジプト
の全
出
Z N
凶 ヨ
を
没収し、すべてのロ
Z N
山B
を国有地に川復し、国家の直
接徴税
制
のもとにおいた。一八一同年の収公地で
、旧宮己
S N
山 吉
(徴税清久人)には一代限り
、従来の岳」
N
相
台分
を年金で与えられた。またかれらは
お
4N
以外にほ
常地(毛
gq
m H F
)
をも与えられて
、
その収入を徴税経質の充てて
( 4
) 
いるものもあったが、この者忠司
S F
も
BE
相当初の納税
を
以
っ て
、
一
代限り、保心引
を認めら
れ た 。
ムハンマド
・アリl
は
、従
来
日己
gN-B
に帰属したこの
お
4N
を政府が取得することによって
、租税収
入の前加を
凶り、また徴税を直接出家の管理下におくことによっ
て
、
諸経伎の節約をおこない
、財政
を潤沢に
しようとしたもの
にほかならない。
新制度のもとで、ムハン
マ
ド・アリ
l
は従来の諸税
を一本
化し、単位川原当りの定傾で徴収した。その定相は、貨
幣価値の変動も合 れるが、
一フ
ァ
ダン当りの円以一向似を
↑
八
C
九年の
J
一(
-C
パラ
か
ら、一八
二
七年の
一 一
七
00
パ
一プ、一九三二年の二八八
O
パ
一アと漸刑され、本期には良氏の久担能力をこえたほどの制にまで引き上げられている。
(後述節参照)土地制度と税制の改革は、こうして、封建的軍恨、政治組
織を解体
し
て
、エジ
プトの政治改平
と国家
統一セ成
り
た
たせたものであるが、同時に厳しい徴税制度によ て統一政権の財政的本礎を強化するものとなったといえる。
貿易独占制
ロムハンマド・アリの財政政民の彼綻(山石、水)
Hosei University Repository
法政史学
第二十回万
同
lぺ
ムハンマド
・
アリ
!
の第
二
の財政政策は多大の収
v併をあげる岡山出向業
、
とくに外国叉易矢口勿独山制であった。ナポ
レオン戦争時代
、
欧
州
の食料不足に乗じてムハンマド
・
アリ
l
は大商船隊を建造し
、
スルタンの桃
山制を目して穀物輸
出
を
、とくにイ
ギリスに対して行なって
、
巨利を収めて
い た 。
一時フ
ラ
ンスの抗議により
、
穀物をフランスヘ販売す
る方針もとったが、イギリスの制海椛に妨げられて、フランスとの取引は不可能であった。一アルデプ(ミ号
σ )
が
一八一C年八亡ピアストル(立
m H E B )
、一八一二年一一
十
Cピアストルで売られた小麦合、長民から一五
1
一一Cピアスト
( 5
〉
ルで穴
い取
っていた(エジプトの国内小売似は、各一(
( 一
ピアスト
ル
J
一 二
C
ピアストルであった
。)かれは戦
争後も穀
物の貿易独占を継続しようとして
、
一 八
一
六年にも
一
CC
笠の船で穀物をシシリ
! 、
ナポリなどへ送っていた。
ムハンマド
・
アリ
l
は
、こ
の貿易収益を増大寸るため
一
八一六年以来主要政作物に咋先制
を
布きはじめた。州花、
砂糖
、
組
、 麻 、
絹
、米、蜂
蜜
、胡麻
をすべて国何の合昨に搬入させ
、
政府の手で輸出向に販売して輸
出
させた。
一
八
〈6
)
一二年以来こ 専売制をあらゆる商品に拡大して、八王国内向日川合専売のもとにおいた。一八二九年以来は国内での光只をも制限して、設業収穫 総督に売却させている。マンガンによれば、小去の一元入価格は一アルデプ当り三
( U
ピア
九
ト
ル
、架は
二C
ピアストルであったが
、
総督はこれを五わピアスト
ル
、
一一一二ピアストルで売って
、約七
C
I凹
C
%
( 7
) 
の利益をあげた。専記による利益は
、
一 八
二 一
年に
一 一 一
川
O
、
とのC
ニ
ジプト
・
ホ
ン
ド(託収入予算一
、
一 一
CC
、
む ( い 、
C
エジプ
・
ポンド)
一八一 一 一
六年には七五
台
、
CCO
エ
ジプ
ト・ポンド(総収入
予 算 一 一 一
、
C
C
C
、
({
「
Cユジ
プト
・
( 8
) 
ホンド)で
、それ
は財政収入の約
二
五%にのぼった。
こうした政府の貿易独占は、当時イギリス・フランスの貿易商や外交使臣から、白出通商と氏間経済発則氏の円以大の
時 点
口として非難された。一八三八年のト
ル コ
とイギリスの間で成立した通商協定は、白山貿易
を規
定し、ニジ
ラフトに
おける種々の抵抗にもかかわらず、一八四二年に完全に実施され、この前寸売制宇一撲滅したものであったこ
J、
工業化政策
工業化政策は
、
ム
ハンマド
・ ア
リの財政政策の第
一 一 一
の危要対
象
をなした。かれは
、
引く手工
業
に悶家統制和
一行なっ
て
いたが、一八
一
七 伝
J
p
h
f…γ γ
一来マ機以
工
業へ
い小山 山
川 '
さ
せ
、
近代的
γす
よ 化
、 行
- F
一 めた
、w
子 一 一 三
円
〕 いい京 一 日
制は一人
一
六年引
Hosei University Repository
川9 )
山らいおめられた。政府は誠維北米川
rA
け
、
汗
J刊に一以以汗
一三次冷し亡
、
が ハ ル
・に
ο m u
f-バ入山させ
、
九 一
一刊のには川
φ
一 刀
(ωF
m w三島
)が任命され
、
糸の供給や
仕
事を監督した
G
仕上
がった織物を一定価格で購入する役人が各村に派近され、
かれらの子で
、
製品に捺
印
が
さ
れた
。
製品を私的に完只する
こと
は禁
じら
れ
、
違反者
は兎
刑に
処
せ
られ
た 。
製
品は、
特権的向人に一定値で卸さ
て 、
売られた。ただし故初統
制
は麻の紡とリンネル織物に限られた。
↓ 八 一
川
平から機械工業の導入が検討されていた。国民の利誌にばするとば対した
り さ 〈
Z Z
や一族の怠児を俳
し
、
ば料が
u u
なのと牒い労働
力
をもっていることで西欧品に競争できると
、
必いたスウ
u
l
デンの総領主
』c m
ゆ ℃ 『
回
。付 与
の見解を支持して一八一七年クルンプィッシュ(
同] g E
丘 町 『
)の大工川旬
、
プ
l
ラ
l
ク(
∞
DES
)
の工坊に
、
幼
航機
、
硫宅機
、
減機が設けられた
。
さらに漂白工場
、
二つの染色工切が
そ
れぞれプ
l
ラ
l
クに設けられた
。技
術宥や
紙工ばイギリスやブジンスが抗供を拒が
し
たので
、
主として南欧
、
f
タリアから記入れら
μ
た 。
γ
一助労働汗として同
( 川
山)
内で川
、
(
J (
:
一 戸 一
人の百年が徴用されている。
一八二
O
年からは機械工業の極
目
が増大され
、
精米工場
、
帽子工坊
、
一出版印刷工場
、
鈍鉄工均
、
釧板工川句
、
鉄他県
泣の武器工助
、
火薬
工
場
、
硝石工均などに拡がり
、ドロ
ヴ 工
ッ
テ ノ
Jl
の以論争一排して
、
全陸海軍の補給を国内伶一応で
調述するまでに拡大された
。
建設
し
た工場とその建設経白は別表のようであった
。
( ぃ 設
1)
工場は後述のように技術の
未発達
、
経 川 内
町出力の不込のため
、
国欧の民側な工業梨品と競争しえず
、
一 八
一一 一
心
年代末から次第に仰
ι 比
さ
れ
るにいた
るが
、
ともかく何くの問
、
市の補拾をあるね皮一同替、少、一
d d
ること二よって
、
幾分とも財攻文
山
の削減二役ヶ一った効川代ば
日 退 、
一
νノことができない。
ニ財政規模の推移ムハンマド
・
アリ
l
の治世中の財政収入については充分な計数資料に欠けている
。
ジョルジュ
・
ド
!
アン(
わ
き
同. m g
口 。 巳 ロ
)の編纂
し
たフ
一ソンスの使臣ボアルコント男爵
( 出 向
。ロ号回三
ω F 8 5 g
)
の
e雨告に採録されたものは
、比
較的
客観性のある
汁
数と
いえよ
う。(表
2
)
計数は一八
つ
五年から一八
四
六
I
七
年の山の七化
・につ
い
てあげられている
。
これ
につ
いてみ
ると
彼の治山の川十二
年の間に
、
財政収入の総額はエジプト通貨のピアス
ト
ルで六
つ
倍の明大がみられる。
ム ハ ン マ
ド
・
アリ
の財政政策の波綻 (山石、米 )
目玉
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〈表 1) ムハンマド・アリーの工業投資
日
法政史学
第二
十ザ
費
3，60 ，0 ドノv
40 ，0 
20 ，0 
10 ，0 
3，940 ，0 
20 ，0 
30 ，0 
150 ，0 
30 ，0 
1，50 ，0 
60 ，0 
20 ，0 
240 ，0 
主主程
出jj より糸工場24 工場 (@ 150 ，0 トツレ〉
ブーラーク の織布工場
キァラコ染色工場
精米工場 10 工場 ( @ 1， 0 ドノレ〉
良産物を原料とした工場合計
タノレプーシュ(帽子〉工 場
活版印刷および活字鋳造工場
カイロの鋳鉄工場及銅版工場
ブーラークの造船用鋳鉄工場 (50-60 鉄炉をもっ〉
カイロの小武器および大砲工場(小銃週産 50 丁〉
ロー ダ (aτ-Rawdah ) の火融工場
パドラシァイン (Badrshay) の硝石工場
製造工場での 80 1m の牛(動力用〉
7，0 ，0 
Rivlin ， A.HB ， op. cit. ， p. 196. 
? ペ
0.
、
日プ
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000 7
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凡リハ
U
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L
仏
AWAhLAW
一
。ー ・つ副司
40u
守リロ
uAU-
ヒ
2223
， 戸
il
刊 い リ
いうまでもなく、ムハ
ンマド
・アリ!の治枇中
の貨幣
仙似
の変
動は激し
(日
)
い。その初期には特に激しく、中期以降もかなり継続
的に、
貨幣
側航は下
落している。為替交換木の下 は治世の全期間で六
・問倍にのぼ
る
。 ( 表
3 )
したがって財政収入額をフラン貨に換算すると表2
の右欄の傾に当る
。
間 一一〈
質的にも財政収入の増大
は故山で一二・冗倍、
hA
年で九・川倍といえよう。
ムハンマド
・アリーが権力
を似った当
時と
地方のマ
ム
ル
l
クをほぼ文配した時期、すなわち一八
O
五年
と
一八
一二年との山には、約 倍の財政規模の増大がみられる
。一八一二年は
、
一部のマムル
l
クのロ
t N
山ヨの没収
はあ が、まだほとんど十日いロ巴品目制ぃ肢が存続している
時期であり、この年の財政収入は、ナポレ
オ
ンの侵入
前の十
けい制皮
で
同 心 不 統 一
の
成立した
状態
にお
け る 一
千 リ 勾 的
(ロ
U
収入鋭校に近いと
い
えよう。一八一三四年以降
ロ巴乱ヨ
仏フラン
〈表2 )
年
1805 
182 
182 
1825-1826 
1829 
183 
1846-47 
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(表 3 )
制度が完
全に
い 防
止
され
て、国
の
庇按
徴
税制
が
布
及
し、新税
率
が制
定
された
一 八
.二
年までに
、
財政規模は約二倍に州引火
し
た
。
この税
制
が設備され
、
貿易独占
制の椛
立
して
ゆ
く
一八二五
年
頃ま
でに、さ
ら
に
規
模は倍加し
てい
る
。し
か
し 、
一
八二
0
年
代
後半
から
は 、
名
目的な
徴税領の哨
加
にもかかわら
ず、苛税
による
北村
の荒出や
ω阜市行
動
の市
…圧にもとづくインフレ
ー
ションのため
、
災
抗的収
入
は
低
下
の
傾
r川を
と っ
ている
とい
え
よう
。
その経緯を概観すると
、
一 八 一 一
0
年代はともかくと
し
て
、
一 八
一 一
一の
年
代
には
そ
の
財政状態
は慢性
的欠
乏をつや
つけ
て悲
劇
的状
態にあっ
た
とい
え
る
。能力獲得
ま
での初
期は別とし
て
も 、
通貨の
経
統
的
侭落合みるのもこの
時期
で
あり、非
常
な苦境にたっていたと
いえよ
う 。
、王
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エ
ジプ
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の財政
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入を枚討
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N W W C ω y u m M
N句
、白E E W E
-円 早 口 一
な
との
判明をつぎのよ
うに
み
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( ω E F ω
・7
。 匂 ・ 巳 了
E y g t m v d
、
な
お 、
総
督政市の収入とし
て
は 、
各
都市
に
課せ
られた市場税八日ロ宮
g
ぷ 〉
キ
リ
ス
ト
教徒の人頭税
C F N
苫ご
などがあった。
ム
ハ ン
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四、租税収入
の
千佳
ヰ9
fタ
イ財政膨張の諸要因前述のように、ムハンマド・アリ!の治世を通じて、財政規模はいちじるしく増大した。それは、初期の税制改革
や経済政策の強化による収入増大で二応充実されたが、末期には支出の増大が調達能力をこえる傾向を示している。まづ、この財政支出膨張の要因を一瞥しておく必要がある。
必要の第一は軍事費であった
Q
軍事費の増加は、数次の外征と
シ
リア戦争を貫行
す
るために行なった軍備の強化、
兵員の増
加に基づくものである。ナポレオン
侵入
前
三二
C
CC
人を常態とした兵員は、
一
八二九年には六二、
00
0
人に増えたが、第一回シリア戦後の一八
三二
年には二
一 五
、
000
人に増大し、第二回シリア戦争直前一五七、
。
ハ2 )
つ
O
人に膨張していた。人口総数三
CO
J
間五
0
.万人の
一 一 一
%をこえる軍備は、前近代的国家の能力をこえていたとい
えるが、それが何よりも財政の膨張を促してやまなかった。
第二は長業改良のための濯翫治水に必要な土木事業の経費である。
か
れの設けた最大の運河で一八一七年に着工
し 、
一 八二
O
年に完成したマフムデ
J
ヤ
用水路(巳・宮川
H F E E - E - r n g
巳幅三六米、深さ
一
日米、長さ七二粁)は、
建設費一、七五
O
万ピアストルを要したという。かれの治世に開さくした運河の全長は八
OO
粁をこえると算定され
ハ4
〉
ている。その多くのものはマブム
l
デ
l
ヤ
、運河より遥に規模が小さく幅も狭いものであるが、全長約八
OO
粁にのぼ
るものの建設費総額は巨額にのぼったであろう。そのほか、一八三七年に再計画したデルタのバラージュ(心山口丘町包同町内伊首守
M H F )
は四、四
OO
万
ピアストルの経費を見込んでいた。ボーリングは運河に沿って設けた揚水機
32
ぞ与)
三 八 、
000
箇でも、建設費一億三、六五
O
万ピアストルを要し、その維持費は年々七、
三
五
O
万ピ
アストルにのぼ
ったとみている。この濯甑は、農産物 増収をもたらし、柿花 輸 を
一
八二二年の三万五、
000
カンタルから
一
八三七年のご二万五
OO
カンタル、一八四七年の二五万七、五
O
O
カンタルの程度に増加さすなど、農産物の愉出増
大による収益をもたらして、ある程度支出を償つてはいるが、莫大な建設経質は大きな財政負担となった。
ムハンマド・アリの財政政策の破綻〈岩永)
四九
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ヱエ
C 
第三は工場建設である。かれの創設した機械工場の建設費は、一八三二年までに七仁
C
万ドル(一億六じ
C
万ピア
( 8
〉
ストル〉にのぼったと推定されている。しかもこれはデュアメ
l(
ロ ロ 『
ω E
巳)によれば終始赤字巡併を余儀なくされ
たものであり、その運営費負担も加わって支出の大きな部門をなしていた。
こうした諸部門の他、道路建設、都市改造、船舶建造などの諸事業にも少なからぬ資金を必要とした。ことに。ム
ハンマド・アリ
l
は一宮殿を建設して一都市を荒
J屍させた。といわれるように、後継者ほど極端ではないが、官廷生
活の浪費もいちじるしいも があった。これら総督
一
族の経費は、高級宮僚、地方長官などの巨額の給与などととも
に、財政支出の重圧となったと思われる
口租税引上げの状況
地租収入の変化
こうした支出に見会う財政収入の構成とか
、
増大の経過を詳細にあとやつけることは現在のところ困難であり
、わず
かに徴
税制度の整備や税率の改一訂の経過から、大体の傾向
を推定
しう
るにす
ぎない。
いうまでもなく、財政収入 大部分は地租収入である。その推移を、種々の報告を総合してリプリン(河守口ロ)は、
( 9
〉
表
3
のように計算している。これらの計算
はいずれもボアルコント(回。
E2
。B Z )
のものより、友大であるが、そ
れぞれで、地租収入が総収入の半ば前後を占めていることを示している。また 税収入の低下にもかかわらず、地租収入は末年まで増加しつ。つけている。こ 地租 増大の理由は、
一
には地租率の引上げと直接徴税制の結束であり、
こには課税地の拡大
、たとえば当
m g q ω }
戸地がその所有
者の死後国家に還帰されたなど
、に
基づくものである
G
ムハンマド・アリ
l
は治世の初頭から財政収入の確保のため徴税組織の確立につとめている。一八
C
六年に最初の
税額表の整備を行ない、納税者名簿に土地面積と税額を記載したが、そ とき緊急的に定め 税率は、一ファツダ
i
ン当りフランス占領時の
二
七
。 )
パヲに比し若しく山い
一
一 ム
I
一 六
甘 え
h 5 2 2
ユと(一
三
五(
ト- t
一凶問
。
パラ)となっ
ている
Q
これは一八乙九年
、一フ
ァ
ツダ
i
ン当り
、八
一
」~
)、
九
:~
、
一CC
一
、
一 一
( コ
ムラの問訟の税率に引下汗
(叩)
られ
、調整された。
ロ 己
N
山B
制 の ・
廃止と並行して
一
八 一
一 二
年から一八
一
四年の土地測
盆
が行なわれたとき
、税
率は一
C
、
一
一、
一一一、
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財政総収入と地租収入 〈単位:ピアストル〉
イ也 の 収入によるもの
〈表〉
考
舟 刷 川F'
勾
L U地租収入入lt;z 
Boislecmt 
l¥1 engi 
Barke 
l¥1 imeut 
Colin 
Duhamel 
Count Medem 
Barnet 
乱1urey
140 ，50 
160 ，0。31 1， 0 364 ，30 
360 ，0 
230 ，0 
253 ，0 
230 ，0 
219 ，0。
1836 
183 
184 
1846 
ムハンマド・アりの財政政策
の破綻
ハ 岩 永 〉
6 ，054 
40 ，0 
380 ，0 
70 ，0 
20 ，0 
182 
1825 
1827 
1829 
183 
1834 
30 ，201 
山
、 一
五
巳E -
の五段陀に分けられ
、九
C
C
、九九
(し
、
一C
八
C
、
二六
C
、一四五
C
M )
凶片山と約
一 二
C%
引上げられた。これと同時に、こ
れまで
B E W B
」N w r c ω Y R q M W F
などに税額の内容が分割されていたも
のが、国税
r F
常丘一本にまとめられた。一八二二
t
四年の税率は一
八二一年には、第
一 級
地
を一ファ
ツダ
l
ン
当
り一七唱え
2 5 ω ( H H 1 3 -
、
一五三
O
。 ハ ラ ) 、 一
八二二年に二二
OO
。ハ一ブ(一一級は二二
OO
。 ハ ラ ) 、
一八二四年には六七・五ピア
ス
ト
ル(二
七
C
C
パラ)と、相ついで引
上げられている。その後、第
一
一聞のシリア戦争の後、 率は第一級地
を二八八
O
パラに用額されている。このとき
、土地は九種に分類
さ
れ、一一ピアストルないし七二ビア
λ
トル(凹凹
む
J
二八八
O
〉の税
率が定められている。
課税地出積の変化も詳細には知られてない。しかし、土地台帳表に
よれば自己
S N - B
制の廃止された院後の一八
二
O
I
一 二
年には、課税
地が一九五万
六六四
( じ
ブァツダ
l
ン
であったが、
一
九四四年には課税
( 日〉
地は三五六万九四七九フ
ァ
ツダ
l
ンに増加している。ムハンマド・ア
リ!の治世中、耕作地出積の別加はほとんどみられなかったとみられる。増加分二ハ
一
万
二
八 一
二
九
ファツダ
l
ン は
、円
- t N U E
制廃止
で 一
代限り授
与されていた
4 3
巴苫廿地
の同家に辺元されたもの
、
国有
地と
して原料作物の絞
培
地とされ
て
いたもの、
m W C
凶 門 出 可 。 ・ } 戸 地 と さ れ て い た も
ので耕地化されたもの、からなると考えられる
055
相当傾のみ課さ
れていた当
g q m H F
地がお
a R L
」
w g E
出可各分の合計の約
一一 倍 に 近 い
r y m w
円とを徴収
されることによって
、収入は
かなり煎大したといえよう。
JJ. 
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五
人頭税
財政収入の増えのために、相ついで徴税制を増加しながらも、文川をまかないきれなかった人ハンマド・アリーは、
地租以外の財源を大幅に校栄した。また地租について伝統的なイスラム法の税卒の限いはが-破ったかれは、その他の税種目でも、イスラム制度の作を破って、苛酷な訣
hポに・十七っている。一政らしい人.民税
2 5 E
同日
2 . P ω )
の制皮はその
典明的なものであった。
イスラム制国家オスマン・トルコ帝凶の一環であるエジプトでは人以税は大きな収入源をなしている。しかしキリ
スト教徒の人以税は本米 ルタン政府へん
k
制送付されるべきものであるから、エジプト政
E附の財源とはなりえなかっ
}」
o
，サ /
ムハンマド・アリーはいわば宗派の別なく、郡市・及村の別なく、
μ
数叫的に住民から人以税
( E E
巳
REd
ろを
徴収した。成人は能力によって冗パラから五
OO
パ一ブの税を徴収されたが、史民は通常つ一
O
ないし一円(¥ハラ、職人
( ロ )
ば比較的山初のものを徴収された。外国人は免除され、行支は減額された。
E E M H
同の額は一八一一九年の六二同一丸ピア
ストルから一八間五年の凹つヘ
C
万ピアストルとえ刑して、収入の大きな部分をなした。(夫
4 )
キリスト教徒の
i u
一
t N
可
p y
は別に徴収された。その本は一人主り九、一八、一一一人ハピアストルの一二障で、
調
J
一
00005
川町一竹一刈刈小川仙川湖一八三川年には合汁阿〔ハ〔万ピアストル一八同五年には五二((一万ピアストルにφ ι
，
d
一ハ
UAUA
リハ
υQU-
白ァ一
Mm
∞∞冗一のぼっている。ジズヤもまた第一川シリア戦争後の財政不足に対応して強化された
vaJ-
一，，，，
-i
一
67002
日 ・ ・
3345
状況が推測される。
ιリ 一
〉耕一住宅税4C
一 次
mM
お必必一八二二年に、各一
μ
一 二 一 一 ( 一
J
八(~ピアストルの主一ぃ税、が課されたが、非常な反
ノ、一
8888
一
C
句11
ム
1
ム噌
i'i
一 司
111
ーはがあって一、町長止された。しかし後払]志ロとして復一泊され、一月の家氏分を徴収
された。
棄榔子税
昨日(付ではさらに棄榔子の探税がんきな制にの之っ人一。
この税は
J山く、 ?り一げだしたが、
一へ二二年には榔子の木プ一本
Hosei University Repository
に二ヒア
λ
トル(
一 八
じ
ハラ)が引臥せられた
c
そののち改訂されたがポ
ーリ
ン グ
(ロe q - -
伝)
は
一
八
一 二
五年
、
一
本に
m
C
パ一ブづっ全国に約二
CC
万
本
課された、と一
一 -川っている。デュアメル(ロ巳
g B
巳
)
も、上エ
ジプトで
二
( じ
、四
C
、
五
C
パラ
、
一卜
エジプ
ト問
。
、
六
O
、
一( U
O
パ
ラが課されていると報什している。これはパ!カl(
∞ω件。円)の計算では
年額二
C
C
万ピアス
ト
ルにのぼ
る 。
総額は
必らずし
も多いと
はいえないが、納税者にとっては少な
からぬ久犯と
みら
れ る 。
以上
のような苛税の珠求は
、
エジプトの良氏を未品目右の窮之に附れたと
、
多くの
当
時の批判的考祭脅からみられて
いる。たとえばメデム伯は『ムハンマド・アリiの慈愛的考えにもかかわらず、徴川と専売と苛税とによって継続的
(臼 )
衰退に陥
れ
られて
いる
』といい、ハモ
ン(
国
m w B
。己 )
も
、 『 人
類の殿山九で
、
封建
制と奴
隷制
と
を問わず
、
労働
者から食
料まで奪 はし エジプトのような経済制度をみることはできない。ムハンマド・アリ
l
は良民を飢食にする
わと
ま
(
MH) 
で妬んだかにみえる』。こうした訣求が良氏の労働芯慾を失わさせ、エジプトにマムルiク時代の暴政さえも、引させ
(日)
たといわれる。
ハ慢性的財政窮乏の状態このような租税政策によって述成された財政収入が、文川とどう見合っていたかについても、新株な算川はむつか
しい。いろいろな報行
に基
い
てみれば
、収入はしばしば徴税凡
積りを下
廻
っ た
。滞納悦性的とな
り
、政府は収
入不足
のため官吏や兵士の給与支払遅延や国内向人からの前借り
を
余儀なくされた。それはことに第一次シリア戦争以降頻
繁になっている。
窮之はた
え
ず税率改
一川を促した。一八
C
六年から七化，にかけての以初のものはフランス円以入以来出乱をつづけた制
度の再建をけ指 たものでもあるが、とく 山い税率
セ
うち
川し
てい
る。一八
O
七年
一
( U
月の傭兵の似乱の際、一説で
は延給与支払の滞傾は
一 一
一CC
0
.刀ピア
λ
ト
ルにのぼって
い
たといわれるほどで
、税制
改
-パは財政の窮迫に促された点
(
日山
)
が多い。このときムハンマド・アリーは牧乱者に三か月分の給与の支払いを約束し、残余は切捨てて収拾している。一 八 一
一 一 一
t
一間年の税
制
の根本的改訂で財政の某礎が悶められたが
、
ナポレオン戦争終了後のス
ル
タン政庁へのれ税
の的大などで脅かされはじめ、一八一七
t
一八一八年の附 アラビア遠征、一八二
C
年から六年間の九ダン述紅、一
ムハソマド・アリの財政政策の破綻ハ岩永〉
五
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E 
l~日
八二同年からのギリシア独す一一鎮圧の逮征の経刊一で若しく
γ江迫を加えられた。これらの経仕訓迭のために、地利率の引
上げが行なわれたほか、貿易独占制が問められた。また貿易をする民菜市必のための運河の問さく、川市吋品調達のための機械工業の創設が行なわれたが、それらもむしろ創業技九拘を加吊することし」なった。これに加えて一八一一川、二五年の過度の洪水と氾活による長村の被告によって良民の未納が明大した。一八二七年一つ月には宮吏・兵士への給与
(げ)
の遅滞が夫両化し、げでのい判。は一億五
O
つ万ピアストルにのぽった。これに対処するため全国の州の有力者
( ω r a r F )
たちを集めて、滞納分の二 間で 完納を要求する指示が川されたほか、一
ωV
の'川内心的拠金の要求、肥沃地への特別
課税が行なわれた。この状態はナパリノ
(ZP
〈RE
。)の海戦後、やや緩和され、一八二八年の好調な洪水でようやく
一時安定をみることができた。
第一回シリア遠征後、財政は没性的に窮乏をつやつけた。遠征貸捻出のための苛税のため、民村では滞納と離村逃亡
が増加した。一八三二年には滞納が三五
O
万ドル(一億五
σ 0 0 .
刀ピアストル)にのぼり、翌一八三三年にはまた
(刊凶)
税率引上げをせねばなら くなっている。また一八三同年初、官吏・兵士への不払いがつ二
00
万ピアストルに注
し、国内の商人から前貸をうけて財政支出に充てねばならなかった。 方では苛税の市一圧を調整する め 部に減免の措置さえとられるほど離村と滞納がつやついている。一八三七年の春の滞納分は九五
00
万ピアストルにのぼり、こ
(ゆ )
の年 洪水不足で秋には財政窮乏がつのっ 一九 八年各州の長官
( B
ロ告。の会議をもっても完納の方策を構じ
ねばならなかった。一八三八年の良好な洪水でや 破滅はひきの されたが二八三九年からの第二同シリア戦争は、貿易の減少とも相侯って財政不足守 破滅的とし とき プラスンが二
OJ
万ドルの借款供与を提一正しているほ
( 却 〉
どであった。
シリア戦争でのムハンマド・アリ!の 屈服は、文字通りこうした財政窮乏がこれを余儀なくさせたものといえる。
第二回シリア戦争の敗北は れのあらゆる建設的政策の倒壊の第一歩であり このとき 転機にかれの国内政治経済の指導力と財政政策とは、国際的庄力 もとに昧閉され、交一況を余儀なくさ九てゆく。
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五、第二回シリア戦争と財政政策の破綻
イ貿易独占制の廃止と工業化政策の終鷲シ
リアにおける農民
の叛乱
で口火がつ
けられ
、ト
ル
コとの
対決を
西
欧
列強の介入
で抑
止
され
、エジプトの世
襲
的総
督権
以外の
あらゆる領土支配の喪失を招いた第二同シ
リア
戦争(一八三九
・六
l
一八四
C
・ 七
)は
、
表面的には箆頭
をつづけながら
、
裏面ではようやく経済的行詰りに逢着
し
はじめていたムハンマド
・
アリ
l
の経済財政政策に致命的
打撃 与え
、
政策の転換を強いるものとなった。それは第
一
に一八
三
八年トルコとイギリスの聞に成立
し
た通商協定
をエジプトへ強制し
、
自由貿易政策の採用を余儀なく
し
た
。
第二 領土の縮少から地租収入地加の必要を
一
層つのら
せ
、
収穫の強制と大所右制への転換をもたらした
。
一八三
八年イ
ギリスが
ト
ル コ
帝国と
結んだ通尚協定
は、ト
ルコの国内 おけ
るイ
ギり
λ
人尚人に
、取引
の日
由
を容
おし
、
輸
入関
税を従側五%
、
輸
出
関税を従価
十
二%に固
定 し 、
イギリスの商
品の
流入か一容易にしよう
と
十
Jるも
、
夜
業革命後世界の市場制蹴 日ざすイギリス廃業資本によるトルコの輸出市場
化
を完成しようとするもの
、
であった。
これは本来オスマン
・ ト
ルコ本
国やレ
パン
ト
地方で国内生践と貿易を独占していた現地人ギルトの制約を打破
し
よう
(1
)(2) 
とするもので
、
エジプトまで指向してはいなかった。しかし協定成立後
、
ニ ジ
プ
トの貿易独占制を批判する尚人の圧
力で
、
ニジプトへの適用が図られ'に。そして第
二
回シリア戦争敗北後
、
ムハンマド
・
ア
リ
i
の抵抗を排し
、
一
八四二
年五
月以降、完
全にエジプトに
適用さ
れたものであっ
た
G
事実
、協定は
成立後
直
ちに
エジプト
でも実施を
迫られたが、
ムハ
ンマド
・アリ
l
は当初種々の
方法で実
施を
阻
害
し
よ
うと試
み
ている。一八
三
九年三
月
ムハンマド
・
アリ
l
は
イギリスの総領事
。ω B
℃σ
巳 】
に協定の通知をうければ誠実
じ履行すると述べながら、ィギリヌ将人、が良氏と円山に以引するのを妨げるように『尚人が良氏に収入れ以前に前貸しせぬよう
、
そうし
て炭火の利訟を守らねばならな
い』こと
を条件にあげて
いる
c
ついで
一
八三
九年六月ト
ル
コとの
第二回シリア戦争が始まったとき
、
戦争の解決まで施行せぬことを主張した。
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第二回シリア戦争の敗北で立場が弱化したとき、ムハンマド・アリーは穀物と油性種子
の
専売
を停
止して、取引自
由化への態度を示したが、独占し脆止は漸次行うべきであると、イギリス総領事回日ロ己同大佐に巾入れて、なお引延
( 4
) 
しを閃っている。それ以来
二
ヶ年間、ムハンマド・アリ!と領引の問
で
、円山
交易のば現と実施法について論争がつ
づけられた。ナイル河での船舶の自由運航を承
・ 川附されると、民間船舶のイギリス人の傭入れを妨出し、それが不可能
になると乗組員の傭入を妨害するなど、エジプト側は種々の抵抗をつやつけている。
一方でムハンマド
・アリ
l
は
一八四一年一月二向日から新関税を実施する命令を出して、関税の前収を災現しよう
とした。輸入税五%、輸出税
二 一
%は
、
従来の関税より高率であり、政府に専川町制廃止の引火を或紅皮補わせるもの
であっ
し
かし
、
イギリス商人は棉花などの専売を解いて山河合な国内での日出取引を災施せぬかぎり
、
新関税は
納入しないと抵抗した。この結果
、
ムハンマド
・アリはつ
いに
一
八同
一一年五月
一一 六 日
、
川花の取引の
' H
由化を認め
( 5 )  
て、約四半世紀にわたった貿易独専制を最終的に解消した。かれの故後まで執
若した貿易独占
制ば、イギリスの自由
貿易政策の前に崩れ去ったのであっ
(6
) 
独占制は一八三六年輸出の九五%、輸入の問
。
%を政府の統制下においていた。一八川九年イギリ
λ
がエジプトの
( 7 )  
貿易で輸出の四九%、輸入の四一%を制しているのをみれば、通商協定の効果は切ら
か
であろうとはいえ、専売の益
金は一八二一年で二八%(三四
OO
万ピアストル)
、一八三六年
で総収入の二
C
%(七五
CC万
ピアストル)であっ
た。一八四五年の臼見易からみて関税収 は、輸入で五
00
万ピアスト
ル
、輸出
で二C問C万ピアストル
、
合計二五
C
心万ピア
λ
トルにすぎないから
、貿易収入は約
三分の一に減じるものであった。
イギリスの自由貿易政策は工業化政策にも決定的打撃を与えた。もともとムハン一、ド・アリ!の工業化計画は多
く
の欠陥をもっていた。技術者や熟練労働者 不足、暑く挨の多い風土への機械の適応性の欠如、補修の技術者や部品の不足、動力の欠乏(牛力で機械を動かしたて徴用され 農民
労働者の定着せぬこと
、それ
に高給の外人技術者の傭
ハ8 )
入れなどである。工場はつねに故障が多く
、欠
損がつやついた。-
」うして、工業生産力は
一
八
三
0
年代半ばに頂上に達
したが、以後込速に茨退した。たとえば、一八
三
七年に二九あった引工沿は
、
一人間
「 -
年には一五が減じていた
。
一
部ではムハンド
・ ア
リ
l
は
、
政府の工場を使則する原料を一定似で供給、一
3
る
ことにより関心を懐いて
、
一ム均の保守へ
ムハンマド・アリの財政政策の破綻ハ岩、水〉
五
七
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(9) 
の関心が薄かったともいわれる。
第二一凶シリアル北争後の叉必
0
・は山化は
、-一 一へは
の減少し}相侯
っ
て粗悪で
一品 川
川
な国
営 一 ム
切の生昨.物の捌口
-r
社絶させ
、一 一 。
工場生産は行
詰
り 、
一
八四
C
年には工場は相ついで閉鎖されていたが
、
一
八四二年完全に停止された。ムハンマド・
アリ
l
の工業化政策のため、国内の手工業は強制的に停止されていたうえに、いま工場生産も滅亡したことは、エジ
プトの
伝統的 を完全に夫なわせる結果を招いた。
こ う
Jして、エジプトはイギリス工業裂品の自由な輸出市場となるとともに、イギリス工業の単なる原料資源地と化
した。『一八四一
年のロンドン条約以来、トルコやエジプトの君主は
、中東の政
局を左右する力を失
い、そ
の平和を
(叩)
全
く西欧の力に依存するようになった
』といわれる政治的
隷従とともに
、
経済的にも専ら長時物輸出に依存する従属
的政策を余儀なくされた。工業と貿易分野での収益を失ったエジプトの君主が、良業利潤
を
明大
す
るために
、
大土地
所有制を別の形で再現し、領地経常に力を注ぎはじめるのは当然の方向であった。
口大土地所有制度の再現第二凶シリア戦争の敗北し」イギリスの日由貿易政策の重圧は、ムハンマド・アリ!の基本的租税政策であった土地
国有政策を逆転させるものと った。しかし、それはかれの土地改革そのものに残存した因子の成長でもあった。かれは早く、土地国 化 行過ぎ是正策として イスラム法 私有地とする疫与地ユ
S A
や寺院領者
m w t
の没収
されたものを回復する措置 とっていた。それらとは別
、
早くから開墾奨励のために設けられた
与 の 注 目 可
ω『制、一
八三
0
年代になって租税滞納村落の管理と回復のために始められたロゲ仏印庁地と岳民口付制などが、大土地所有制再
( 日 )
現の最も有力な要因となった。
c y
込ω一 } 戸 ( 複 数
z y g
制は租税滞納と離村者の増加した一八三一、三三年頃から見え始めている。これは滞納した租
税や破産した村の税の納付 負担し 者と、土地産物を 定額で政府に引渡す責任を負う者に、土地 管理権を与え
( ロ )
たもので、税請負(円三島自)に異らなかった。
一
八
三
七年以降は民間土地所有者に、土地の割当てをすることが
一
般的に行なわれた。これは徴税強制の手段となるもので民間地主に必ず も歓迎されなかったこ から、総督
QS F
と
の
一
族ないし肖官に強制的に割当てられた。
一
八四四年までには
ロ 『
( Z F
地は
一 二
0
.万五五九フアツダ
i
ンにのぼっ
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ている。このうちムハンマド・アリ!日身が一二万フアツダ
l
ン、イプラ
l
ヒ
i
ム・パシアが九万八
00
つフアツダ
[ン台所訂している。ウフグ市川行(
一ヨ 三 位 峰 山 一 戸 一 己 ら に
は所有限なノ、、山口氏の
2
T U - -
泊
の
所有権が芸礎か
一なしている。
滞納者の離村は
いが
小止され、ケプタ権者に規定誌の租税を納付の
責
任が負わされ二.
け 一
，
グ椛者は農民の日仙労働で耕
作させた自己の所有地 収獲か、種子や金を貸して刈分(半分)の分前でえた差額で利益をあげた。農民はウフダ権者。介在で官吏の直接の圧迫を免れるので却て好んだ。しかし正}丘
ωゴ権者も納税の完遂には熱心でなく、多くは滞拘
(付凶)
をつづけ、所有の効果を怒にしていたことは、ヘディ
i
プ・アッパースの継承時の状態から充分推定される。
チフリック(の
F E - -
内)はパシア一族に授与された土地でウフダ
( C F
巳
m y )
より何人領地に近い。開墾されたアパ
l
( 日 )
デ
ィ
ヤ
( ω σ
凶告
3
・F )
地か租税の滞納で、村から取上げられた緋作地
( B M
円自己円)である。これは早くから存在した。た
とえば一八
O
九年、カイロからシュプ一ブまでのナイル河川作に防水機(乱企可
ωげ)をぷけさせ、近隣の村の土地を没収
して、監督官の管浬下におき、各種の野菜(キャベツ、人参、ラデ
ノ
シ『一、花茶)を栽均させたものなどは、その発
端である。租税の滞納が増加した一八三
0
年代末から増加し始め、ことに一八四一年総官の権利が世襲とされた時以
(
叫山
)
来増大した。一八四四年パ
l
ネ ッ ト ( 切 削 凶
523
はその面積が一
二
七万一
つ
O O
ファツダ
l
ンにのぼったと伝えている
。
チフリック(
岳山岳どでは
全住民名簿が作られ
、監
督庁(
丘当日る
から監督者宮山
江円)が任
命され(主として陸
海軍の将校)、村長(ジャイフ・ル・パラド
ω F P
可
W F ω
巳
σ巳p g
と協力し、逃亡した農民をつれ民し、設備や役者を
用志して、長民を監督して排作させた。総督のチフリックでは一八三七年以降、農民は労働に対し収陸の
1
一6Jd
与
えられたが、一八三八年
1
一5
に増加された。また一八四
O
年に総督のチフリックでは、火曜毎に成人が
一 二
O
パラ
、
青年が一五パラ
、子供が
一O
パラを半分現金
、
半分現物で与えられる約束がされた事例がみられる。村民は一定の場
( げ 〉
所で機織・油搾り、脱穀などに従事され、答打を以って強制された。監督官官貯可)は 一人
一 (
) ( 一
)( ) 01
一 回
( ) ( U O
ファツダ
l
ンを監督し、農民の生殺の権を与えられていた。
こうしたチフリック
( n E E r )
は、専売制の利益が喪失した状況のもとで、良業収穫と原料農直物を確保したり、
また重税で没性的に滞納をつやつけている農民所有地域やウフダ
( C F
己ωど地峡の不安定な収入よりも、はるかに確尖
な収益をもたらすものとなり、いわば再版農奴制的に農民を強制使役する機構となった
ムハンマド・アリの財政政策の破綻(岩永〉
五九
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六
れ )
イバ
l
デ
J
l
ヤ
( 己
) M E q m w y
)
とチア
リックは、
一 八
五間年の法令で私有地ウシ
ュ
リ
l
ヤ
(gy
忌己)
(刊日
)
完全な
私有地とな
るが
、そ
の呈は六
一 一
一 万 五
心
CC
プ
ァ
ツダ
l
ンにのぼり、ふ十
ぃ段耕地の
一
五%を十日めた
。
(m m )  
当となるへデ
J
!
ブ一
族の大所有地がこうして形成された。
と規定され、対外借款の侭
、 一 + 占
ハ1 )
巴
Z E - -
円 一 戸 、 』 山
m v
よ ) 汁
σ σ
門 - 、 £ ロ 門 戸 } ℃ ・ ロ 『 ・
ω。 ∞
hE
ロ ℃
c z -
一 ∞
σ℃Z E r o
円
H u - - H
は い い
ハ2 )
イギリスは一八一一一一九年以来トルコに通商協定の改定を要求していた
a
ト
ル
コ商人のギ
ル
ド
を週じなければ売引の行いいえ一ない叫
ん
態を改め
、イギリス商
人が国内で自由に取引する権利をえようとするものであった。スルタン民府はギ
ル
ドの通商
独占林が山一
ハ
われることは、またスルタンの利益の拠失であるとして改訂に反対していた。一八三八年にいたってイギリス大使は、関税収益
の増大とトルコ帝国内の通商独占制を廃止することは、エジプトのムハ
ン マ
ド・アリ!の専
売制
を
打似
してその財政を弱化
し、その軍事力 減少させ、
タンに
たいする不
断
の脅威を除去するに役立
つ
、とい
う論刊を以てスルタンを説得した
o
n ω
自立
U巳 -
が
、財政
規定は
トルコ帝
国でも地域的に興っている
、エ
ジプ
ト
での専先制抗撃は
ト
ル
コのよ
うに国内関税の所在や
ギルドの排他的
特権
が煎由で
な
かった、といっているように
協
定はエジプトを対
象
としていず、駐ト
ル
コ大使ポ
ン
ソンビー
のあげた理由は、んよくの口実であったと芳えられる。百〈口
P
。 同 ) ・ 立 件 ・ ℃
UHE
・
ハ3)P
言 明
} Z - - - p q p z
ぉ ・
( 4 ) H N Z j E P
。 ℃
-E
円 ・ ℃ ・
H U - -
ロ
m w
吋H M O R
一
C
。- E σ m w
円 同 ∞ ・ 同 ∞
hF H
・
ハ5
〉 回 釦 円 ロ
σ F
三宅
H ω
・5
・
5
ぉ ・
( 6 ) h H .
。z n z o u
ご 〉 ・ 何 一 ℃ 同 】 ・ ∞ ∞
w
∞ 。 ・
(7 ) F E
一 ℃ ℃ ・
m v N - m v ω
・
(一
8
〉見守】百一三 }・三了℃・】伊達・
(9
〉
F F H
】 ・ 。 印 ・
( 叩
) J E 0
・巧ニ
- E B ¥
吋Zzg
吋
EE
・ 富 江 戸 山
m g d H M Z
・ 同
ν 3 g - 5 8
・
HV
・8
・
ハ 口 一 ) 即 位
E J ( U E E
丘、〉一
- a
さ円同三
.r p
円 三 こ を
Z2
・ 己 ユ ℃
Eζ
正 常 三 回 』 山 手 、 ℃ 件 ] ∞ ( } ( ) ! 】 宮 山 ( ア 『
b - R
一2 r ] C A )
に ・
- r
ベ ・
( ロ
)Hh
守 口
p
ロ ・ 〉 ・ 回
- u c
℃ ・
n-FH)
・ 。 印 ・
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ハ ロ ) 己 ) 一 門 } ・ ・
- ) - a
叩 ・
( M ) F E - -
℃ ・ 。 。 ・
( 日
) F E - -
日)-G
∞ ・
( 問 山 〉 回
ω『 ロ
Z P
ロ
m w円 。
E
げ
O
吋
HNWH
∞ な
ι
回 目 〈
- 5
・ 。 同 ) ・ 巳 了 ℃ ・
ωNH
・
( 口 ) 回 。 者 ユ 同
a h p o
℃ ・ 巳 仲 ・ ℃
-HH
ゆ ・
( 時
) } U m - - w
の
ω E o -
一〉=百円
2
・ 日 、
C
「 戸 門 戸 コ 《 - 。 さ ロ
α3E
℃
ZY
1H 3 2 0
「コ河内可七件 -∞
C ( } H 3 U { )
・ 戸 コ コ 円 一 。 ロ
w-3
。
N -
一 」 ・ 立
( 叩
) F E - w
℃
-N
。 .
お
わ
り
大規模な軍事・政治と発展のために、強固な財政基盤を固め、経済改革にまでのりだしたムハンマド・アリ
l
の改
本政策は、
一
時財政上でも経済発展のうえでも大きな成果をあげ、。近代
エジプ
トの建設者。の名に値する価値を示
した。し
かし
、
一
方では過皮な軍事行動や宮廷的浪費は、資本蓄積の余力を奪って経済建設を行き
ι
らせ、民衆
を行
悶に附吟させ、一方で両欧資本、
ι
義国家の日由貿易政策による民校経済の侵略を盗にさせた。国の投かな市と経済克
一肢は、第一次シリア戦争以来、没性的欠之と行き
ι
りに逢着し、世間一
一次シリア戦争でかれに破滅的村山肌を余儀なくさ
せた。それはムハソマド・アリーにあらゆる経済往設政策と改革と
を
ぬ来
させ
、
エジプトが光進工業国の原料氏源地
に転化するガ
片山を決定的にした。
こうして、改革と行き
ι
り、興隆と沈滞の極限の問を揺れ動いたムハンマド・アリ!の活動の」評価は、まことに附
難といえる。「エジプトに外国借款をもたらさなかった君主」 いう評価も皮相である。限界までもちこたえただけで、借款政策のあらゆる京地を作った点を考えれば 評仰は大幅に割引きされねばならないであろう。その芯味では、資本主義の巨涛 織
一十汗されるにすぎないこの日人の確災な評価は
、未開
発国の近代化
、 と
くに経済建設に傾けた組恕と
夢の領域にのみ残されるものであろうか。エジプトナショナリズムの白河川仰は、その点でかれの政策を肯定的にみる傾
ムハンマド・アリの財政政策の破綻(岩永)
-L・
ノ ¥
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ノ ¥
J M
が強
い。たとえば、アリ・アル・ギリトリーは
「エジプト工業史」で「一九枇紀の始めのエジプトの状況では
、ムハ
ンマド・アリ!が、近代工業の建設に政府の介入を必要としたとするのは正しい。近代工業は政府の直接投資なくし
(1 )  
ては発生しなかったであろう」と主張して、その工業化計
一附が目的と方針において正鵠をえているとしている。また
エジプト・ナシ
ョ
ナリズムの研究家ハリスも「ムハンマド・アリ!の治世の最大の失敗は工業化計画の失敗であっ
た」と失敗を容認しながら、「その失敗 故大の坦由は、外的事情であり、第二回シリア戦争敗北による軍備縮少で国有工場の販売市場が失われ こと、イギリ
λ
・トルコ通商条約によって都監期工業を西欧の競争から防衛する力を
( 2 )  
欠った結果である」と、ムハンマド・アリ
l
米年におけるイギリスを中心としたエジプト抑圧と自由貿易政策強制の
圧力を重視している。中東全域の経済史家へルシュラ!グもまた一八三八年の通商条約によってエジプトの貿易独占
( 3 )  
制の打倒され 意義を強調している。このような外的責圧から国民経済を防衛しようとする努力が、ムハンマド・ア
( 4 )  
リーの全政策のバックボーンをなしていたと主張する が、またチャールズ・イサウ
ノ
!
の所論といえる。
しかし、こうした外力への屈服
を余儀なくさせたものが
何
であるかを考えるとき
、必しもこうした手放しの肯定に
終始することは許されない。
農政史家のリプリンが
、
当時のエジプト決民社会の貧閃と窮迫した惨状とを指摘しながら
、
ムハンマド
・アリ!の
火敗の版悶は
、 過
皮の個人的野
心と
オスマン帝国への叛逆と抗争にあったことを指摘しているのは
、傾聴
させるものが
ある。「ムハンマド・アリーが個人的野心 抑えて民衆の生活改主と、健全な制度の造出に精力を傾けたなら:::新時代の諸制度を守るためオスマン帝国のスルタンと協力して西欧の侵略を防止するように努力したなら、かれのエジ
( 5 )  
プトへの貢献は遥かに卓越
したものとな
ったであろう」。た
しかに、
かれの財政改革政策は
、うち出の小槌のように
財政力を飛躍的に増大させ、それによって、野心と征服 権力欲を無限に膨張させ その限界と反動とへの思慮を矢わせたかにみえる。初期 拡大された財政力は 。健全な制度の造出。とギリシア出兵にみたようなみスルタンとの協力
6
を可能にする充分な余裕をもったといえる。それを西欧資本
主義に対
抗する経済連設の資木にまで蓄積するこ
とは、東洋的専制君主 経験、と観念の枠外であったところに、川一念 ス践 吹い追いが主人
J之 、 一
J
F悲劇がはぐくまれた
のであろう。(一九六八、一、二二)
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